
 

平成 23 年 12 月 26 日 

各      位 

会 社 名   アピックヤマダ株式会社 

代表者名   代表取締役社長 野中 正樹 

 （コード番号 6300 東証第二部） 

問合せ先   企画部長 小出 篤 

 （TEL．026－275－2111） 

 

連結子会社の事業閉鎖等に関するお知らせ 
 

当社は、平成 23 年 12 月 20 日開催の取締役会において、連結対象子会社であるアピックヤマダ タイラン

ド カンパニー リミテッドの事業閉鎖を決定し、12 月 26 日に閉鎖をいたしますので下記のとおりお知らせ

します。 

なお、タイの国情等を勘案し閉鎖日の本日公表とさせていただきました。 

 

記 

 
１．当該連結子会社の概要 

（１）商 号   アピックヤマダ タイランド カンパニー リミテッド 

              （英文：Ａｐｉｃ Ｙａｍａｄａ Ｔｈａｉｌａｎｄ Ｃｏ．，Ltd.） 

（２）所 在 地   タイ国アユタヤ県ロジャナ工業団地 

（３）代 表 者   西田 恵 

（４）事 業 内 容   リードフレームおよび金型部品ならびに金型の製造販売 

（５）設 立 年 月 日   平成８年１月 18 日 

（６）資 本 金   325,000 千バーツ 

（７）発行済株式総数   325,000 株 

（８）純 資 産 額   872,150 千円(平成 22 年 12 月 30 日現在) 

（９）総 資 産 額   1,305,120 千円(平成 22 年 12 月 30 日現在) 

（10）決 算 日   12 月 31 日 

（11）従 業 員 数   271 名(平成 23 年９月 30 日現在) 

（12）株 主   アピックヤマダ株式会社 100.0％ 

（13）過去３年間の業績                            （単位：百万円） 

 平成 20 年 12 月期 平成 21 年 12 月期 平成 22 年 12 月期

売 上 高 2,233 1,480 2,012

経 常 損 失 21 134 55

当期純損失 11 103 80

 

２．事業閉鎖の理由 

  アピックヤマダ タイランド カンパニー リミテッドは既報のとおりタイ国における大規模な洪水災

害により、10 月９日より工場内が長期間にわたり冠水し、工場設備、機械が甚大な被害を受けました。11

月末日には工場団地内の排水が完了しましたが、工場の復旧には多額の費用と時間がかかることが想定され、

また同工業団地内の同社の主力取引先が閉鎖を決めたことにより、事業継続は困難であるとの判断に至り、

事業を閉鎖することといたしました。 
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３．連結業績への影響 

  現在、閉鎖損失にも影響を及ぼす洪水による被害額、保険等の調査を進めております。 

  平成 24 年３月期通期連結業績予想につきましては、算定可能となった時点で速やかに開示いたします。 

 

４．同社に対する調査中事案について 

  同社において、リードフレームを打ち抜いた際に発生するスクラップ材の実際の排出量が、計算上の排出

量に不足していたことが判明し、盗難等の可能性を含め、現在調査を進めております。詳細につきましては、

事実関係の判明後、速やかに開示いたします。なお、事案発見後直ちに対策を講じ、以後、不突合は生じて

おりません。 

  また、実際の排出量に基づき会計処理を行っているため、本事案による連結業績への影響はございません。 

 

以上 


